































るが,約 95Kbarでマンガニン線の抵抗は明瞭な屈曲を示 した｡またバ リウムの抵抗 も
95Kbar付近でなだらかな抵抗増加 (low Ba転移の変化量の 12%)を示し,この相転移
の存在が二つの方法によって確実となった｡
ビスマスは,25.4Kbarと77Kbarでの圧力定点として使用される｡1941年 Bridgmanは,
45Kbarに0.6%,65Kbarに 0.5% の体積変化の不連続 を報告 したoこれらの相転移を検
出 したという報告と,できなかったという報告は,ほぼ同数あり,その存在が,問題と
なっていた｡今回の実験では,マンガニン線の抵抗は,約 45Kbarで明瞭な屈曲を示し,
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相転移の存在を明らかに示した｡しかし65Kbar付近には,相転移の存在を示すような
異常は兄いだし得なかった｡
さらに low Bi転移とhighBi転移における抵抗変化量と体積変化量の関係から,マ
ンガニン線による体積変化量の測定の可能性についても論じた｡
マンガニン線の抵抗異常からバ リウムの融解が検出でき, 110-130Kbar領域での融
解曲線を定めることに成功した｡
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